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は
じ
め
に

　

明
治
期
漢
文
教
育
の
展
開
を
考
察
す
る
上
で
教
科
書
検
定
を
担
当

し
た
人
物
の
存
在
は
軽
視
で
き
な
い
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
公

布
の
「
学
制
」
で
は
教
科
書
は
自
由
採
択
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
年

代
に
文
部
省
が
教
科
書
の
統
制
を
次
第
に
強
め
、
十
九
年
（
一
八
八

六
）
に
は
検
定
制
度
が
始
ま
っ
た
。
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女

学
校
、
小
学
校
の
教
科
書
が
対
象
と
な
り
、
そ
の
後
小
学
校
の
み
が

三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
よ
り
国
定
制
度
と
な
っ
た
。
教
科
書
検
定

は
各
学
校
の
教
則
に
基
づ
く
こ
と
が
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
が
、

漢
文
科
に
関
す
る
規
定
は
目
標
を
示
す
の
み
で
具
体
的
な
指
示
は
少

な
く
、
教
科
書
編
集
、
教
材
選
択
の
可
否
は
最
終
的
に
検
定
を
担
当

し
た
文
部
省
の
図
書
審
査
官
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た

め
検
定
担
当
者
の
漢
文
教
育
観
や
教
育
界
に
お
け
る
活
動
を
調
査
す

る
こ
と
も
明
治
期
の
漢
文
教
育
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必

要
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
検
定
担
当
者
の
中
か
ら
、
近
代
日

本
を
代
表
す
る
書
画
家
、
漢
学
者
の
一
人
で
あ
る
長
尾
雨
山
を
取
り

上
げ
る
。

　

長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
―
一
九
四
二
）、
名
は
甲
、
通
称
槙
太
郎
、

字
を
子
生
と
い
い
、
号
に
雨
山
等
が
あ
る
。
讃
岐
高
松
の
人
。
東
京

大
学
古
典
講
習
科
を
卒
業
後
、
学
習
院
教
師
、
東
京
美
術
学
校
講
師
、

第
五
高
等
学
校
教
授
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
等
を
歴
任
し
た
。

雨
山
の
名
前
は
、
教
育
史
に
お
い
て
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

に
発
生
し
た
、
教
科
書
採
択
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
事
件
で
あ
る
教
科
書

疑
獄
事
件
を
論
じ
る
際
に
挙
が
る
こ
と
が
多
い
。
当
時
東
京
高
等
師

範
学
校
教
授
で
あ
っ
た
雨
山
は
文
部
省
総
務
局
図
書
課
に
属
し
図
書

審
査
官
を
兼
任
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
樽
本
照
雄
氏
の
研
究
が
あ
り
、
雨
山
が
冤
罪
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
ま
た
同
氏
に
よ
っ
て
雨
山

が
上
海
に
移
住
し
た
後
、
日
本
の
教
科
書
編
集
の
技
法
を
中
国
に
伝
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史
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え
た
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る

（
（
（

。
こ
れ
は
雨
山
が
『
尋
常
小
学
日
本

歴
史
』（
小
林
八
郎
、
明
治
十
九
年
三
月
）
等
の
教
科
書
編
集
に
携

わ
り
、
教
科
書
検
定
に
従
事
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
貢
献
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
樽
本
氏
を
初
め
と
す
る
研
究
に
よ
り
雨
山
が
教

科
書
検
定
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
検
定
制
度
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
資
料
の
一
つ
が
、
検
定
に
用
い
ら
れ
た
漢
文
教
科
書
に
残
さ

れ
て
い
る
図
書
審
査
官
の
修
正
意
見
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
教
科
の
研

究
で
は
す
で
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が

（
（
（

、
漢
文
科
で
は
部
分
的
な
紹
介

で
あ
っ
た
の
で

（
（
（

、
筆
者
は
以
前
そ
れ
ら
を
も
と
に
明
治
期
全
般
に
お

け
る
中
学
校
用
、
女
子
用
の
漢
文
教
科
書
に
対
す
る
検
定
項
目
を
整

理
し
た

（
（
（

。
し
か
し
、
各
担
当
者
の
審
査
の
傾
向
を
検
討
す
る
に
は
ま

だ
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
す
で
に
紹
介
し
た
も
の
も
含

め
て
、
長
尾
雨
山
の
修
正
意
見
に
改
め
て
着
目
し
、
そ
の
検
定
の
基

準
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

そ
の
考
察
に
は
、
杉
村
邦
彦
氏
が
第
五
高
等
学
校
関
係
文
書
か
ら

発
掘
し
た
、
雨
山
の
漢
文
教
育
観
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る

「
漢
文
科
ニ
就
テ
ノ
希
望
」（
以
下
「
希
望
」
と
略
す
）
と
い
う
文
書

が
手
が
か
り
と
な
る

（
（
（

。
こ
れ
は
雨
山
が
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

に
第
五
高
等
学
校
着
任
後
に
ま
と
め
た
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
け

る
漢
文
教
育
の
改
正
案
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
「
希
望
」
に
述
べ

ら
れ
た
教
授
法
の
特
質
に
つ
い
て
、
明
治
期
の
中
学
漢
文
教
科
書
の

傾
向
を
ふ
ま
え
て
検
証
す
る
。
次
に
、
同
文
書
に
見
ら
れ
る
第
五
高

等
学
校
漢
文
科
の
教
科
用
図
書
改
正
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
明
治
期

の
中
学
、
高
校
用
漢
文
教
科
書
と
の
比
較
か
ら
考
察
す
る
。
最
後
に

雨
山
の
教
科
書
検
定
の
基
準
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
従
来
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
長
尾
雨
山
の
検
定
基

準
や
漢
文
教
育
の
領
域
に
お
け
る
活
動
の
一
側
面
が
浮
か
び
あ
が
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
活
動
が
漢
文
教
育
史
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

位
置
付
け
に
な
る
の
か
、
考
察
を
加
え
た
い
。

一　

漢
文
教
授
法
の
改
正
案

　

杉
村
氏
は
、
長
尾
雨
山
が
教
科
教
育
学
に
関
す
る
専
門
的
な
学
識

を
体
得
し
た
の
は
明
治
三
十
年
九
月
か
ら
同
三
十
二
年
（
一
八
九

九
）
十
月
ま
で
第
五
高
等
学
校
教
授
と
し
て
熊
本
に
在
任
し
て
い
た

間
の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
す
る

（
（
（

。
そ
の
間
に
ま
と
め
ら
れ
た
雨
山
の

い
く
つ
か
の
業
績
が
氏
の
論
考
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
明

治
三
十
年
に
書
か
れ
た
「
希
望
」
の
内
容
を
検
証
し
て
い
く
が
、
ま

ず
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
ま
で
の
中
学
校
と
高
等
学
校
の
教

育
課
程
に
漢
文
が
組
み
込
ま
れ
た
経
緯
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
「
学
制
」
で
は
漢
文
は
教
科
や
学
習

内
容
か
ら
外
さ
れ
た
が
、
十
年
代
に
入
り
功
利
主
義
的
な
教
育
の
見
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直
し
か
ら
儒
教
道
徳
を
根
幹
に
据
え
た
教
育
方
針
が
復
活
し
た
。
こ

う
し
た
道
徳
教
育
重
視
の
風
潮
の
中
、
漢
文
は
教
育
課
程
に
盛
り
込

ま
れ
た
。
小
学
校
は
十
四
年
（
一
八
八
一
）
公
布
の
「
小
学
校
教
則

綱
領
」
に
よ
り
読
書
科
で
漢
文
の
指
導
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
十
九

年
公
布
の
「
小
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
で
は
漢
文
が
削
除
さ
れ
た
。

中
学
校
は
同
年
の
「
中
学
校
教
則
大
綱
」
で
は
初
等
科
、
高
等
科
の

二
段
階
編
制
と
な
り
、
い
ず
れ
も
和
漢
文
科
が
設
置
さ
れ
た
。
続
い

て
同
年
の
「
中
学
校
令
」
に
よ
り
中
学
校
は
尋
常
中
学
校
と
高
等
中

学
校
と
に
分
け
ら
れ
、
同
年
の
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」

で
は
和
漢
文
科
が
国
語
及
漢
文
科
に
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
後
明
治
期

に
お
い
て
教
科
名
の
変
更
は
な
い
。
高
等
中
学
校
は
二
十
七
年
（
一

八
九
四
）
の
「
高
等
学
校
令
」
に
よ
っ
て
高
等
学
校
と
な
っ
た
。
漢

文
を
扱
う
教
科
名
は
高
等
中
学
と
同
じ
く
国
語
及
漢
文
科
で
あ
る
。

高
等
中
学
校
で
は
帝
国
大
学
に
進
む
た
め
の
本
科
の
他
に
「
法
科
医

科
工
科
文
科
理
科
農
業
商
業
等
ノ
分
科

（
（
（

」、
つ
ま
り
専
門
学
科
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
高
等
学
校
は
「
専
門
学
科
ヲ
教
授
ス

ル
所
ト
ス
但
帝
国
大
学
ニ
入
学
ス
ル
者
ノ
為
メ
予
科
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

ヲ
得

（
（
（

」
と
改
め
ら
れ
、
専
門
学
科
が
本
科
と
な
っ
た

（
（1
（

。
な
お
、
雨
山

は
五
高
で
大
学
予
科
漢
文
科
の
主
任
を
つ
と
め
た

（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
十
年
代
に
公
教
育
の
場
に
漢
文
の
指
導
や
教
科

が
組
み
込
ま
れ
、
明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
漢
文
教
育
の
意
義
や
目

的
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
る
。
深
井
鑑
一
郎
は
、
中
学
校
の
漢
文
科

の
目
的
は
「
漢
文
学
の
趣
味
を
知
ら
し
め
、
漢
文
法
を
評
悉
せ
し
め

ん
と
の
趣
旨
に
は
あ
ら
じ
。
主
に
、
文
字
の
練
習
と
、
読
書
理
解
力

と
を
養
成
し
、
旁
ら
作
文
の
資
と
な
さ
し
む
る
に
在
り

（
（1
（

」
と
述
べ
て

い
る
。
中
学
生
の
漢
文
学
習
は
読
解
力
の
養
成
と
和
文
に
よ
る
作
文

の
思
考
力
、
語
彙
力
の
向
上
を
目
的
と
す
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

深
井
と
同
様
の
認
識
は
他
の
編
者
に
も
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治

二
十
七
年
の
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
改
正
」
に
よ
り
漢
文

は
国
語
の
補
助
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
、
語
彙
数
を
増
や
し
、
作

文
の
思
考
力
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
し

て
指
導
内
容
か
ら
「
書
取
」
が
削
ら
れ
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一

一
）
の
「
中
学
校
教
授
要
目
改
正
」
に
再
び
盛
り
込
ま
れ
る
ま
で
、

漢
文
を
書
く
こ
と
の
指
導
が
教
則
上
か
ら
し
ば
ら
く
消
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
明
治
十
年
代
は
漢
文
を
書
く
た
め
の
教
科
書
も
編
ま
れ
て

い
た
が
、
二
十
年
代
に
入
り
漢
文
を
書
く
こ
と
が
指
導
内
容
か
ら
外

さ
れ
、
さ
ら
に
国
語
の
補
助
と
い
う
位
置
付
け
と
な
り
、
漢
文
教
育

の
大
き
な
転
機
を
迎
え
た
。
こ
の
よ
う
な
漢
文
教
育
の
早
急
な
改
革

が
必
要
と
さ
れ
た
時
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
雨
山
の
「
希
望
」

で
あ
る
。
次
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
「
希
望
」
は
ま
ず
本
邦
の
文
章
の
多
く
に
漢
文
が
根
底
に
あ
る
こ

と
か
ら
説
き
起
こ
し
、
中
学
、
高
校
で
の
漢
文
学
習
の
意
義
を
述
べ
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る
。
尋
常
中
学
校
を
卒
業
し
て
「
世
上
の
業
務
ニ
従
事
ス
ル
モ
ノ

（
（1
（

」

に
と
っ
て
も
漢
文
の
素
養
を
深
め
る
こ
と
は
「
一
般
中
学
教
育
ト
シ

テ
務
ム
ベ
キ
要
件
ニ
属
ス
」
と
す
る
。
そ
し
て
上
級
の
高
等
学
校
に

進
学
し
大
学
を
卒
業
し
て
国
家
有
為
の
学
者
と
な
り
、
社
会
の
中
流

以
上
の
品
位
を
持
ち
、
学
術
的
意
見
を
記
述
、
表
明
す
る
地
位
に
立

つ
も
の
に
と
っ
て
は
「
漢
文
ノ
素
養
ヲ
深
厚
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
務
ム
ル

ハ
必
要
ノ
事
ナ
リ
」
と
す
る
。
修
業
年
限
は
中
学
が
五
年
で
あ
る
の

に
対
し
高
校
は
三
年
と
短
く
、
高
校
で
は
専
門
の
教
科
も
あ
り
漢
文

に
時
間
を
あ
ま
り
割
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
中
学
校
で
基
礎
を

固
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
漢
文
科
は
教
授
法
が
定
ま
っ
て
い
な

い
こ
と
が
欠
点
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
高
等
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て

い
た
雨
山
は
、
漢
文
の
基
礎
を
固
め
る
中
学
校
で
の
教
育
も
改
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
た
。

　

続
い
て
雨
山
は
「
漢
文
科
の
教
授
ハ
達
者
ニ
之
ヲ
読
ミ
、
達
者
ニ

之
ヲ
述
ブ
ル
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヲ
旨
ト
ス
ル
ニ
在
リ
」
と
漢
文
科
の
目

的
を
述
べ
、
そ
れ
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
教
科
書
と
教
授
法
に
つ
い

て
具
体
的
な
改
正
案
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
ず
教
授
法
か
ら
見
て
い

く
。
漢
文
の
教
授
法
は
「
自
在
ニ
達
読
シ
得
ル
ヲ
旨
ト
シ
」、
講
読

の
際
に
「
造
語
ノ
法
」、「
虚
字
ノ
用
法
」、「
文
典
文
法
ノ
概
要
」
を

示
し
、「
漢
文
ノ
構
造
法
」
を
理
解
さ
せ
る
方
法
を
提
唱
し
て
い
る
。

明
治
十
年
代
の
教
科
書
に
は
鑑
賞
の
た
め
の
評
語
や
、
文
章
の
構
成

に
関
す
る
説
明
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
二
十
年
代
の
教
科
書
に
な
る

と
和
漢
対
照
、
和
文
漢
訳
等
の
比
較
に
よ
っ
て
漢
文
の
構
造
を
理
解

さ
せ
る
試
み
が
行
わ
れ
る
が
、
語
法
的
な
観
点
か
ら
漢
文
の
構
造
を

把
握
さ
せ
る
方
法
は
ま
だ
出
て
い
な
か
っ
た
。
教
科
書
で
語
法
理
解

の
工
夫
が
盛
ん
に
な
る
の
は
明
治
三
十
年
以
降
で
あ
り

（
（1
（

、
雨
山
の
提

案
し
た
教
授
法
は
先
駆
的
な
位
置
に
あ
る
。

　

構
造
理
解
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
雨
山
は
上
級
者
に
復
文
を
課

す
こ
と
を
提
案
す
る
。
復
文
は
書
き
下
し
文
を
原
文
に
戻
す
学
習
法

で
あ
り
、
明
治
十
年
代
に
は
復
文
専
門
の
教
科
書
（
杉
浦
正
臣
編

『
漢
文
習
文
活
法
』
上
下
巻
、
青
木
輔
清
、
明
治
十
五
年
〔
一
八
八

二
〕
十
二
月
、
認
可
制
度
下
で
採
用
可
）
も
編
ま
れ
て
い
た
が
、
前

述
の
よ
う
に
二
十
年
代
に
入
る
と
中
学
校
で
の
漢
文
科
は
読
解
の
指

導
を
中
心
に
す
る
こ
と
が
教
則
で
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
教
科

書
内
の
作
文
の
練
習
問
題
は
二
十
年
代
に
数
を
減
ら
し
た
。
構
造
把

握
の
た
め
に
復
文
が
漢
文
教
科
書
に
盛
り
込
ま
れ
る
の
は
明
治
三
十

五
年
発
行
の
国
語
漢
文
研
究
会
編
『
中
等
漢
文
教
科
書
』
五
巻
（
明

治
書
院
）
に
始
ま
り

（
（1
（

、
そ
の
後
四
十
年
代
に
は
多
く
の
教
科
書
が
取

り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
復
文
の
再
評
価
が
雨
山
の
教
授
案
の

中
で
時
代
を
先
取
り
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

漢
文
教
育
に
関
す
る
議
論
が
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
書
か
れ

た
雨
山
の
「
希
望
」
は
、
同
時
代
の
教
科
書
編
者
達
と
同
様
の
問
題
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意
識
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
語
法
の
指
導
を
中
心
と
し
た
教
授
法
や

復
文
の
再
評
価
等
に
時
代
を
先
取
り
し
た
側
面
が
確
認
で
き
た
。
次

に
同
文
書
に
見
え
る
五
高
の
教
科
書
改
正
案
の
特
質
に
つ
い
て
明
治

期
の
中
学
、
高
校
の
教
科
書
と
比
較
し
て
考
察
し
た
い
。

二　

漢
文
教
科
書
の
改
正
案

　

雨
山
は
「
目
今
已
成
ノ
漢
文
読
本
等
」
の
改
良
を
説
き
、「
訓
点

注
解
等
ナ
キ
白
本
」
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
明
治
二
十
年

代
ま
で
の
教
科
書
を
見
る
と
、
高
校
用
で
は
注
解
は
付
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
多
く
、
訓
点
も
返
点
程
度
で
白
文
の
教
材
が
主
で
あ
っ
た
。

中
学
校
用
は
初
級
者
を
対
象
と
す
る
た
め
、
注
釈
に
は
工
夫
が
な
さ

れ
、
別
冊
と
し
て
字
引
も
編
ま
れ
て
い
た
。
訓
点
は
全
巻
に
施
さ
れ

て
い
る
も
の
や
、
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
段
階
的
に
減
ら
し
て
い
く

も
の
が
あ
り
、
編
者
の
判
断
で
効
果
的
な
使
用
法
が
模
索
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
雨
山
の
提
案
は
高
度
な
要
求
で
あ
る
た
め
、
全
巻
白
本
の

教
科
書
は
明
治
期
の
中
学
、
高
校
用
の
も
の
で
は
編
ま
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

教
材
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
初
年
級
は
短
句
短
文
か
ら
始
め
、
次

第
に
長
文
に
進
む
と
い
う
編
集
方
法
を
提
案
し
て
い
る
。
中
学
校
で

は
明
治
十
年
代
か
ら
す
で
に
難
易
度
を
考
慮
し
た
配
列
が
見
ら
れ
た

が
、
入
門
用
で
も
数
行
に
わ
た
る
教
材
も
多
く
、
さ
ら
に
短
い
教
材

の
効
果
的
な
活
用
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
文
の
入
門

教
材
と
し
て
格
言
と
い
う
短
句
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
雨
山
の
提
案

よ
り
や
や
早
く
、
明
治
二
十
九
年
発
行
の
指
原
安
三
編
『
漢
文
読

本
』
十
巻
（
普
及
舎
）
か
ら
で
あ
る

（
（1
（

。
雨
山
の
短
句
短
文
の
活
用
に

関
す
る
提
案
も
漢
文
教
育
史
に
お
い
て
は
早
い
時
期
の
も
の
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
「
希
望
」
に
記
さ
れ
た
大
学
予
科
漢
文
科
の
教
科
書
改
正
案

を
見
て
い
き
た
い
。
一
部
の
法
科
は
、
一
年
で
は
孟
子
、
戦
国
策
、

左
伝
、
二
年
で
は
論
語
、
荀
子
、
孫
子
、
三
年
で
は
管
子
、
韓
非
子
、

書
経
を
学
ぶ
。
一
部
の
文
科
は
、
一
年
で
は
孟
子
、
戦
国
策
、
左
伝
、

二
年
で
は
論
語
、
荀
子
、
礼
記
、
三
年
で
は
荘
子
、
楚
辞
、
書
経
を

学
ぶ
。
法
科
と
比
べ
る
と
三
年
時
は
文
学
的
要
素
の
強
い
古
典
が
選

ば
れ
て
い
る
。
二
部
（
工
・
理
・
農
）
と
三
部
（
医
）
は
一
年
で
は

孟
子
、
二
年
で
は
史
記
を
学
び
、
三
年
時
に
漢
文
の
授
業
は
な
い
。

そ
し
て
全
学
科
の
一
年
時
に
復
文
が
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古

典
を
選
ん
だ
意
図
に
つ
い
て
中
学
校
、
高
等
中
学
校
、
高
等
学
校
の

教
科
書
と
の
比
較
か
ら
検
証
す
る
。

　

ま
ず
こ
れ
ら
の
古
典
の
中
学
校
用
（
高
等
中
学
を
除
く
）
教
科
書

で
の
採
録
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。
明
治
初
期
は
区
別
が
難
し
い
の

で
小
学
校
用
の
も
の
も
含
め
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
明
治

三
十
年
ま
で
の
複
数
の
古
典
か
ら
採
録
し
た
教
科
書
、
九
十
二
種
三
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四
〇
冊
を
調
査
の
対
象
と
し
た

（
（1
（

。
そ
の
教
材
の
総
数
は
一
八
二
六
九

篇
に
の
ぼ
り
、
日
本
漢
文
は
一
〇
六
二
七
篇
、
中
国
の
古
典
は
七
三

一
五
篇
、
西
洋
人
に
よ
る
著
作
と
漢
訳
教
材
は
二
四
〇
篇
と
い
う
割

合
で
あ
る
。

　

教
科
書
に
採
ら
れ
た
中
国
古
典
教
材
七
三
一
五
篇
の
う
ち
、
雨
山

が
選
ん
だ
古
典
を
採
録
数
の
多
い
順
に
並
べ
る
と
、
論
語
三
九
三
篇
、

孟
子
二
九
二
篇
、
礼
記
二
七
一
篇
、
史
記
二
〇
七
篇
、
左
伝
一
一
九

篇
、
書
経
九
六
篇
、
戦
国
策
八
五
篇
、
荀
子
六
六
篇
、
荘
子
三
九
篇
、

韓
非
子
三
三
篇
、
管
子
一
七
篇
、
孫
子
一
一
篇
、
楚
辞
六
篇
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
古
典
は
小
中
学
校
で
は
大
半
が
入
門
用
の
格
言
等
の
短
い

教
材
と
い
う
扱
い
で
あ
り
、
一
定
の
分
量
を
持
っ
た
教
材
ば
か
り
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
人
生
訓
、
特
に
儒
家
の
教
え
を
説
い
た
古
典
が

多
く
採
録
さ
れ
た
。
採
録
数
の
差
は
難
易
度
も
左
右
し
て
い
る
。
楚

辞
の
よ
う
に
格
言
と
し
て
あ
ま
り
引
用
さ
れ
ず
、
難
易
度
も
高
い
作

品
は
採
録
数
が
少
な
か
っ
た
。
雨
山
の
改
正
案
は
中
学
校
で
よ
く
用

い
ら
れ
て
い
た
古
典
ば
か
り
で
は
な
く
、
採
録
数
の
少
な
い
教
材
も

取
り
入
れ
た
。
高
校
用
の
教
科
書
改
正
案
で
あ
る
た
め
、
中
学
校
で

断
片
的
に
学
ん
で
き
た
作
品
を
厳
選
し
、
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
教
材

と
し
て
用
い
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

（
（1
（

。

　

次
に
明
治
二
十
年
代
末
ま
で
の
高
等
中
学
校
、
高
等
学
校
用
教
科

書
の
傾
向
を
見
て
い
き
た
い
。
高
等
学
校
の
教
科
書
は
数
が
少
な
い

た
め
、
そ
の
前
身
で
あ
る
高
等
中
学
用
の
も
の
も
含
め
た
。
明
治
十

九
年
度
の
第
三
高
等
中
学
校
で
は
、
謝
選
拾
遺
（
頼
山
陽
編
。
予
科

第
一
級
）、
春
秋
左
氏
伝
（
予
科
第
一
級
・
第
二
級
）、
文
章
軌
範

（
予
科
第
三
級
）、
通
鑑
攬
要
（
姚
培
謙
ほ
か
。
別
課
第
一
級
）、
日

本
外
史
（
頼
山
陽
。
別
課
第
二
級
）
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
漢
文
以

外
の
教
科
で
は
、
倫
理
科
で
は
大
学
、
中
庸
、
論
語
、
小
学
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。

　

同
年
度
の
第
三
高
等
中
学
校
予
科
で
は
、
孟
子
（
第
一
級
）、
正

文
章
軌
範
（
第
二
級
）、
日
本
政
記
（
頼
山
陽
）
ま
た
は
小
品
文
鈔

（
土
屋
栄
編
『
近
世
名
家
小
品
文
鈔
』
と
思
わ
れ
る
。
第
三
級
）
が

用
い
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
倫
理
科
で
は
大
学
、
中
庸
、
論
語
を
学

び
、
歴
史
科
で
皇
朝
史
略
（
青
山
延
于
）、
続
続
皇
朝
史
略
（
石
村

貞
一
）、
十
八
史
略
、
元
明
史
略
（
後
藤
芝
山
）
を
学
ん
で
い
た
。

　

山
口
高
等
中
学
校
は
明
治
二
十
五
年
度
に
は
予
科
で
は
正
文
章
軌

範
（
第
一
年
級
）、
史
記
伝
抄
（
第
二
年
級
）、
八
大
家
文
読
本
（
第

三
年
級
）
を
学
び
、
本
科
の
漢
文
で
は
左
伝
（
法
科
・
文
科
、
第
一

年
級
・
第
二
年
級
）
を
学
ん
で
い
た

（
（1
（

。
漢
文
科
で
は
文
章
軌
範
や
八

大
家
読
本
の
他
に
小
品
文
を
学
び
、
倫
理
科
で
は
経
書
、
歴
史
で
は

十
八
史
略
、
史
記
が
用
い
ら
れ
、
左
伝
は
漢
文
と
歴
史
の
双
方
で
使

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
厳
密
で
は
な
い
が
古
典
の
用
い
方
に
区

別
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
日
本
人
の
著
作
が
多
い
こ
と
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に
も
注
意
し
た
い
。

　

続
い
て
は
高
等
学
校
用
に
編
ま
れ
た
教
科
書
の
例
で
あ
る
。
第
一

高
等
学
校
漢
文
科
教
員
（
那
珂
通
世
、
宇
田
廉
平
、
塩
谷
時
敏
、
島

田
鈞
一
）
編
『
高
等
漢
文
読
本
』
八
巻
（
共
益
商
社
、
明
治
二
十
七

年
九
月
―
明
治
二
十
八
年
〔
一
八
九
五
〕
九
月
。
巻
五
の
み
再
版
を

使
用
）
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

巻
一
：
資
治
通
鑑
、
五
代
史
記
、
続
資
治
通
鑑
、
繹
史
、
聖
武

記
／
巻
二
：
宋
文
／
巻
三
：
唐
文
／
巻
四
：
戦
国
策
、
史
記
／

巻
五
：
漢
書
、
後
漢
書
、
三
国
志
／
巻
六
：
楚
辞
、
漢
文
附
魏

晋
文
／
巻
七
：
春
秋
左
氏
伝
、
国
語
／
巻
八
：
尚
書
、
孫
子
、

列
子
、
荘
子
、
荀
子
、
韓
非
子

（
（2
（

　

前
述
の
高
等
中
学
校
と
異
な
る
の
は
日
本
漢
文
が
な
い
こ
と
と
、

思
想
教
材
を
よ
り
多
く
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。
論
語
や

孟
子
を
選
ん
で
い
な
い
の
は
、
倫
理
科
の
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
希
望
」
が
ま
と
め
ら
れ
る
ま
で
の
中
学
校
用
、
高
等
学
校
用
の

教
科
書
と
比
べ
る
と
、
雨
山
の
改
正
案
は
周
秦
漢
の
作
品
が
中
心
で
、

そ
れ
よ
り
後
の
時
代
の
作
品
や
日
本
漢
文
を
採
っ
て
い
な
い
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
。
日
本
漢
文
教
材
は
中
学
校
用
で
は
過
半
数
を
占
め
、

高
等
学
校
で
も
一
部
使
用
さ
れ
た
が
、
雨
山
は
改
正
案
に
入
れ
な
か

っ
た
。
明
治
四
十
年
代
に
は
日
本
の
近
世
の
作
に
は
内
容
は
分
か
り

易
い
が
用
語
に
難
し
い
も
の
が
あ
り
、
日
本
漢
文
の
す
べ
て
が
漢
文

教
育
に
適
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
見
解
も
現
れ
る

（
（2
（

。
雨
山

が
日
本
漢
文
を
改
正
案
に
入
れ
な
か
っ
た
理
由
に
は
、
そ
れ
を
中
学

校
で
学
ぶ
初
級
者
用
の
も
の
と
見
な
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

や
は
り
こ
の
見
解
と
同
じ
く
特
殊
な
文
字
の
用
法
を
含
む
日
本
漢
文

は
文
の
模
範
と
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

雨
山
は
「
支
那
古
代
の
詩
変
を
論
ず
」
に
お
い
て
、「
姫
周
一
代

は
実
に
支
那
文
学
の
淵
源
た
り
」、「
泗
洙
の
洪
波
も
其
源
に
溯
洄
す

れ
ば
竟
に
是
れ
周
公
の
余
流
た
る
に
過
ぎ
ず

（
（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
後

の
時
代
の
文
学
は
周
代
の
余
流
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
所
か
ら
見
れ

ば
、
高
等
学
校
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
教
材
を
選
び
、
漢
文
の
読

解
力
、
表
現
力
を
高
め
る
に
は
、
そ
の
淵
源
で
あ
る
時
代
の
作
品
を

中
心
に
据
え
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
雨
山
の
「
希
望
」
の
特
質
に
つ
い
て
同
時
代
の
中
学
校
、

高
等
学
校
の
教
科
書
と
の
比
較
に
よ
り
検
証
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

同
時
代
人
が
共
有
す
る
問
題
意
識
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
同
文
書
に

は
、
白
本
を
用
い
る
と
い
う
高
度
な
要
求
は
明
治
期
で
は
実
現
し
な

か
っ
た
が
、
語
法
の
指
導
、
短
句
短
文
の
活
用
、
復
文
の
再
評
価
等

に
時
代
を
先
取
り
し
た
側
面
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
し
て
改
正
案
に
お
い
て
周
秦
漢
の
作
品
を
中
心
と
し
た
の
は
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漢
文
の
源
流
を
学
ん
で
こ
そ
力
が
着
く
と
い
う
判
断
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
推
察
し
た
。

　

次
に
こ
う
し
た
雨
山
の
漢
文
教
育
に
対
す
る
見
解
が
図
書
審
査
官

と
し
て
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
、
教
科
書
検
定
時
の
判
断
基

準
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
を
加
え
た
い
。

三　

教
科
書
検
定
の
判
断
基
準

　

今
回
扱
っ
た
教
科
書
検
定
に
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
、
す
べ
て
東

京
書
籍
附
設
教
科
書
図
書
館
東
書
文
庫
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
雨
山

が
担
当
し
た
教
科
書
は
、
表
紙
に
貼
ら
れ
た
小
さ
な
白
紙
に
記
さ
れ

て
い
る
「
長
尾
」
と
い
う
サ
イ
ン
や
、
教
科
書
に
添
付
の
付
箋
に

「
槙
太
郎
印
」
と
い
う
印
か
ら
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら

の
教
科
書
か
ら
判
断
す
る
と
、
雨
山
は
明
治
三
十
二
年
十
一
月
に
図

書
審
査
官
に
着
任
し
た
後
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
月
か

ら
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
ま
で
の
間
に
中
学
校
用
十
二

種
、
高
等
女
学
校
用
五
種
の
漢
文
教
科
書
を
検
定
し
た
。
こ
れ
は
現

存
す
る
教
科
書
を
も
と
に
し
た
数
で
あ
る
の
で
、
実
際
は
そ
れ
よ
り

多
く
の
教
科
書
を
検
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
修
正
意
見
の
中
で
雨

山
が
記
し
た
こ
と
が
確
か
な
も
の
を
選
び
、
そ
の
審
査
の
傾
向
を
考

察
す
る
。

　

雨
山
が
検
定
を
担
当
し
て
い
た
明
治
三
十
年
代
前
半
は
、
文
部
省

が
中
等
教
育
の
整
備
を
進
め
、
教
育
界
に
お
い
て
も
漢
文
教
授
法
、

漢
文
教
科
書
編
集
に
関
す
る
議
論
が
二
十
年
代
よ
り
も
活
発
に
な
っ

た
。
文
部
省
は
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
は
『
尋
常
中
学
校

教
科
細
目
調
査
報
告
』（
文
部
省
高
等
学
務
局
編
、
三
協
［
印
刷
］）

を
作
成
し
て
各
教
科
の
方
針
に
関
す
る
試
案
を
示
し
、
漢
文
で
は
島

田
重
礼
・
那
珂
通
世
に
よ
っ
て
「
尋
常
中
学
校
漢
文
科
教
授
細
目
」

（
以
下
「
細
目
」
と
略
す
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
福
山
義
春
・
服
部

誠
一
編
『
中
等
教
科
漢
文
読
本
』
十
巻
（
阪
上
半
七
、
明
治
三
十
二

年
〔
一
八
九
八
〕
二
月
、
検
定
済
）
等
、「
細
目
」
に
準
じ
た
教
科

書
も
編
ま
れ
て
い
た
が
、
す
べ
て
の
教
科
書
が
「
細
目
」
に
基
づ
い

た
訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
れ
は
試
案
の

内
容
が
道
徳
教
育
と
歴
史
教
材
に
偏
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
細

目
」
で
は
中
学
校
の
漢
文
科
の
目
標
は
、
漢
文
を
理
解
さ
せ
、
作
文

の
た
め
に
語
彙
を
学
ば
せ
、「
兼
ネ
テ
徳
性
ノ
涵
養
ヲ
資
ク
ル
ニ
在

リ
（
（2
（

」
と
し
た
。
こ
れ
が
徳
育
の
み
に
偏
り
、
知
育
、
情
育
へ
の
配
慮

が
な
い
と
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
学
年
ご
と
の
教
材
は
次
の
よ
う
な
構

成
で
あ
る
。

第
一
学
年
：
皇
朝
史
略
、
国
史
略
（
巌
垣
松
苗
等
）、
日
本
政

記
、
日
本
外
史
／
第
二
学
年
：
国
史
、
近
世
日
本
の
名
文
／
第

三
学
年
：
通
鑑
攬
要
、
通
鑑
輯
覧
（
諸
理
斎
）、
通
鑑
綱
目
、

明
清
文
／
第
四
学
年
：
通
鑑
綱
目
、
資
治
通
鑑
、
唐
宋
文
／
第
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五
学
年
：
唐
宋
文
、
資
治
通
鑑
、
史
記
、
孟
子

（
（2
（　

　

日
本
の
歴
史
書
か
ら
学
び
始
め
、
中
国
の
歴
史
書
に
進
み
、
名
文

教
材
や
思
想
教
材
へ
と
進
む
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
歴
史
書
が
過
半

数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
歴
史
教
材
に
偏
っ
て
い
る
と
い

う
批
判
が
起
き
た
。

　

民
間
の
漢
文
教
育
に
従
事
す
る
人
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
文
部
省

内
の
検
定
担
当
者
も
必
ず
し
も
「
細
目
」
に
依
拠
し
な
か
っ
た
。
数

学
科
の
検
定
で
は
こ
の
試
案
が
基
準
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る

が
（
（2
（

、
漢
文
科
で
は
「
細
目
」
と
は
異
な
る
基
準
で
検
定
を
行
っ
た
担

当
者
が
い
た
。
雨
山
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

　
「
細
目
」
の
高
学
年
用
に
適
し
た
教
科
書
で
あ
る
秋
山
四
郎
編

『
通
鑑
綱
目
鈔
』
上
下
巻
（
金
港
堂
書
籍
、
明
治
二
十
九
年
三
月
）

は
、
雨
山
が
検
定
を
担
当
し
、
不
認
可
と
な
っ
た
。
四
、
五
年
生
に

は
難
し
く
な
い
が
、「
歴
史
ノ
抜
抄
ヲ
以
テ
読
本
ニ
充
用
ス
ル
ハ
未

タ
全
ク
読
本
ノ
目
的
ニ
適
合
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
い
う
理
由
で

あ
る
（
表
紙
下
部
。
一
部
抜
萃
。
以
下
同
様
に
丁
数
・
頁
数
に
続
け

て
付
箋
の
位
置
を
記
す
）。「
読
本
ノ
目
的
」
を
具
体
的
に
述
べ
て
は

い
な
い
が
、
特
定
の
古
典
に
偏
る
こ
と
な
く
文
章
を
集
め
て
読
解
力

を
高
め
る
も
の
を
理
想
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

（
（2
（

。

　

具
体
的
な
教
材
に
対
す
る
雨
山
の
評
価
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

伊
藤
松
雄
編
『
清
国
時
文
類
纂
』（
明
治
書
院
、
明
治
三
十
四
年
四

月
）
を
雨
山
は
不
認
可
と
し
た

（
（2
（

。
そ
の
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が

時
文
の
み
の
採
録
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
同
時
代
の
中
国
の
文
章

で
あ
る
時
文
が
雨
山
の
理
想
と
す
る
教
材
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
岩
谷
英
太
郎
編
、
服
部
宇
之
吉
閲
『
女
子
漢
文
読
本
』
四

巻
（
集
英
堂
、
明
治
三
十
二
年
十
二
月
）
に
収
録
さ
れ
た
教
材
へ
の

修
正
意
見
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
教
科
書
は
不
認
可
と
さ
れ
た
が
、

改
訂
版
を
見
て
い
な
い
の
で
、
雨
山
の
意
見
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
十
八
史
略
』
唐
太
宗
に
は
、「
此
文
首
尾
突
骨
削
去
ル
可
ナ
ラ
ン

カ
」（
巻
四
、
二
十
四
丁
裏
下
部
）
と
構
成
に
難
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
周
代
の
文
章
を
優
先
的
に
教
材
に
選
ん
だ
雨
山
と
し
て
は

『
十
八
史
略
』
の
文
章
に
不
十
分
な
点
が
あ
る
と
見
た
の
だ
ろ
う
。

　

青
山
延
光
「
仁
和
寺
僧
」
に
は
「
此
章
削
ル
可
ナ
リ
」（
同
上
巻

一
、
十
八
丁
裏
下
部
）
と
い
う
意
見
を
付
け
、
大
槻
禎
「
相
州
洋
航

海
」
に
は
「
文
拙
シ
省
ル
ヲ
可
ト
ス
」（
同
上
巻
三
、
二
十
四
丁
裏

下
部
）
と
記
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
雨
山
は
五
高
の
教
科
書

改
正
案
に
日
本
漢
文
を
含
め
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
意
見
を
見
る

と
、
や
は
り
雨
山
が
日
本
漢
文
に
は
模
範
と
し
て
適
さ
な
い
も
の
も

含
む
と
判
断
し
て
い
た
可
能
性
が
よ
り
高
ま
る
。

　

雨
山
の
判
断
基
準
を
考
え
る
た
め
に
、
他
の
図
書
審
査
官
の
意
見
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と
比
較
す
る
。
深
井
鑑
一
郎
編
『
刪
修
撰
定
中
学
漢
文
』
十
巻
（
吉

川
半
七
、
明
治
三
十
四
年
三
月
刪
修
訂
正
五
版
、
検
定
不
認
可
）
に

は
「
林
」
と
い
う
担
当
者
（
林
泰
輔
か
）
が
、「
本
書
ノ
材
料
ハ
率

ネ
歴
史
事
実
ノ
ミ
ニ
テ
動
植
物
又
ハ
器
械
工
芸
等
ノ
記
事
ニ
至
リ
テ

ハ
一
モ
収
載
セ
ザ
ル
ハ
欠
点
ト
云
フ
ベ
シ
」（
巻
一
、
一
頁
下
部
。

一
部
抜
萃
）
と
い
う
意
見
を
付
け
た
。
題
材
の
幅
が
狭
い
こ
と
を
欠

点
と
し
て
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。「
動
植
物
又
ハ
器
械
工
芸
等
ノ
記

事
」
を
載
せ
る
こ
と
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
盛
ん
に
な
り
、
明
治
三

十
年
以
降
は
、
漢
文
科
が
多
く
の
語
彙
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
有
益

な
教
科
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
生
徒
の
興
味
を
ひ
く
た
め
に
流
行

し
た
。
さ
ら
に
「
細
目
」
の
徳
育
重
視
と
歴
史
教
材
中
心
と
い
う
方

針
に
対
抗
す
る
こ
と
も
題
材
の
幅
が
広
が
っ
た
要
因
で
あ
る
。
林
と

い
う
担
当
者
は
民
間
の
流
行
に
近
い
立
場
で
検
定
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
検
定
制
度
は
取
り
締
ま
り
で
は
な
く
、
良
質
な
教
科

書
を
生
徒
に
届
け
る
と
い
う
目
的
も
あ
り
、
編
著
者
達
の
新
し
い
試

み
を
後
押
し
す
る
作
用
も
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（2
（

。

　

林
と
雨
山
の
共
通
点
は
、
歴
史
に
偏
重
し
た
教
材
構
成
を
評
価
し

な
か
っ
た
こ
と
と
、
文
部
省
の
試
案
に
全
面
的
に
は
依
拠
し
な
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
違
い
は
そ
れ
に
賛
同
し
な
か
っ
た
理
由
に
あ

る
だ
ろ
う
。
文
部
省
の
試
案
で
あ
る
「
細
目
」
は
、
漢
文
の
読
解
力

を
高
め
、「
兼
ネ
テ
徳
性
ノ
涵
養
ヲ
資
ク
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

そ
し
て
「
細
目
」
に
対
し
て
漢
文
教
育
に
お
い
て
も
情
育
、
知
育
に

も
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
批
判
が
起
き
、
様
々
な
分
野
の
教
材
を
揃

え
た
教
科
書
が
編
ま
れ
た
。
林
も
こ
れ
を
支
持
す
る
立
場
で
検
定
を

行
っ
て
い
た
。
徳
育
重
視
と
徳
育
偏
重
に
反
対
す
る
立
場
と
は
対
立

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
漢
文
の
読
解
や
作
文
以
外
の
要
素
に
着

目
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。
漢
文
教
育
の

意
義
を
訴
え
る
た
め
に
は
、
徳
育
、
情
育
、
知
育
と
い
っ
た
分
野
で

も
漢
文
が
貢
献
で
き
る
こ
と
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
り
、
両
者
の
立

場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
理
由
が
あ
っ
た
。
し
か
し
雨
山
は
そ
う
し
た
付

加
価
値
よ
り
も
、
漢
文
の
学
習
自
体
に
重
点
を
置
い
て
い
た
た
め
に

偏
っ
た
教
材
構
成
に
賛
同
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
学
生
や

高
校
生
が
卒
業
後
に
各
自
の
仕
事
に
活
か
せ
る
よ
う
に
漢
文
の
読
解

力
、
表
現
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
教
科
書
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、

雨
山
の
教
科
書
検
定
の
判
断
基
準
で
あ
っ
た
。

　

漢
文
教
育
史
に
お
け
る
長
尾
雨
山
は
、
漢
文
教
育
の
核
心
的
な
指

導
内
容
で
あ
る
漢
文
の
読
解
力
、
表
現
力
の
向
上
を
重
視
し
、
先
駆

的
な
提
言
を
行
っ
た
と
い
う
位
置
付
け
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
提

案
の
一
つ
で
あ
る
復
文
は
今
日
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
学
習

法
で
あ
る

（
（2
（

。
後
世
に
お
い
て
も
有
効
な
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
雨
山
が
漢
文
教
育
の
本
質
を
把
握
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
「
漢
文
科
ニ
就
テ
ノ
希
望
」
に
見
ら
れ
る
長
尾
雨
山
の

漢
文
教
育
改
正
案
を
中
学
校
、
高
等
学
校
の
教
科
書
と
比
較
す
る
こ

と
で
そ
の
特
質
を
考
察
し
た
。
漢
文
教
育
史
に
お
い
て
は
、
語
法
の

指
導
や
復
文
の
再
評
価
等
、
漢
文
の
構
造
把
握
の
指
導
法
に
関
し
て

先
駆
的
な
提
案
を
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
教
科
書
の
編

集
方
法
に
関
し
て
は
、
短
句
短
文
の
活
用
を
早
い
時
期
に
提
案
し
た

こ
と
を
述
べ
た
。
高
等
学
校
用
の
教
科
書
改
正
案
で
は
漢
文
の
源
流

と
い
う
べ
き
周
代
の
文
章
を
中
心
に
学
ん
で
こ
そ
、
漢
文
の
読
解
力
、

表
現
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
判
断
を
し
て
い
た
と
推
察

し
た
。
教
科
書
検
定
で
は
、
漢
文
教
育
の
本
質
を
把
握
し
た
立
場
に

よ
っ
て
検
定
を
行
っ
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
。

　

長
尾
雨
山
が
漢
文
の
他
に
検
定
を
担
当
し
た
小
学
校
の
習
字
に
つ

い
て
は
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
習
字
の
教
科
書

に
残
さ
れ
た
修
正
意
見
を
分
析
す
る
こ
と
で
教
育
面
に
お
け
る
雨
山

の
活
動
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

　　
　

注

（
1
）
樽
本
照
雄
「
金
港
堂
・
商
務
印
書
館
・
繍
像
小
説
」、『
清
末
小
説
研

究
』
三
号
、
一
九
七
九
年
十
二
月
等
。

（
2
）
樽
本
照
雄
「
初
期
商
務
印
書
館
に
お
け
る
教
科
書
の
系
譜
―
『
最
新

国
文
教
科
書
』
第
１
冊
ま
で
―
」、『
大
阪
経
大
論
集
』
第
五
三
巻
第
四

号
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
等
。

（
3
）
算
術
・
数
学
は
国
次
太
郎
に
「
検
定
制
度
の
成
立
と
算
術
教
科
書
」

（『
佐
賀
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文
集
』
第
二
四
集
（
Ⅱ
）、
佐
賀
大
学
教

育
学
部
、
一
九
七
六
年
八
月
）
等
の
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
修
身
は
中

村
紀
久
二
『
検
定
済
教
科
用
図
書
表
解
題
』（
教
科
書
研
究
資
料
文
献
、

芳
文
閣
復
刻
、
一
九
八
五
年
十
二
月
）
等
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
歴

史
は
竹
田
進
吾
「
田
中
義
廉
編
『
改
刻
日
本
史
略
』
へ
の
文
部
省
付

箋
」（『
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
年
報
』
第
五
二
集
、
東

北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
等
が
あ
る
。
国

語
は
甲
斐
雄
一
郎
『
国
語
科
の
成
立
』（
東
洋
館
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年

十
月
）
等
が
あ
る
。

（
4
）
浅
井
昭
治
「
旧
制
中
等
学
校
の
漢
文
教
材
と
方
谷
・
中
洲
の
詩
文
」、

『
三
島
中
洲
研
究
』
二
号
、
二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
務
局
、
二
〇
〇
七
年
三
月
等
。

（
5
）
拙
稿
「
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
漢
文
教
科
書
と
検
定
制
度
」、『
中

国
近
現
代
文
化
研
究
』
第
一
〇
号
、
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会
、
二
〇

〇
九
年
三
月
等
。

（
6
）
杉
村
邦
彦
「
長
尾
雨
山
と
そ
の
交
友
」
最
終
回
、『
墨
』
一
三
〇
号
、

芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
二
月
。

（
7
）
杉
村
前
掲
注
（
６
）、
一
六
五
頁
。

（
8
）『
官
報
』
第
八
二
九
号
、
内
閣
官
報
局
、
一
八
八
六
年
四
月
十
日
、
八
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七
頁
。

（
9
）『
官
報
』
第
三
二
九
五
号
、
内
閣
官
報
局
、
一
八
九
四
年
六
月
二
十
五

日
、
二
七
〇
頁
。

（
10
）
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
筧
田
知
義
『
旧
制
高
等
学
校
教
育
の
成

立
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
五
年
二
月
）、
旧
制
高
等
学
校
資
料

保
存
会
編
『
旧
制
高
等
学
校
全
書
』
第
一
巻
総
説
編
（
旧
制
高
等
学
校

資
料
保
存
会
刊
行
部
、
一
九
八
五
年
十
二
月
訂
正
版
）
等
を
参
照
し
た
。

（
11
）
長
尾
雨
山
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
杉
村
邦
彦
「
長
尾
雨
山
と
そ
の
交

友
」
第
一
四
回
（『
墨
』
一
二
九
号
、
芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
十
二

月
、
一
八
一
頁
）
等
を
参
考
に
し
た
。

（
12
）
深
井
鑑
一
郎
「
凡
例
」、
同
編
『
中
等
教
育
標
註
漢
文
入
門
』
吉
川
半

七
、
一
八
九
二
年
十
一
月
、
凡
例
一
丁
裏
―
二
丁
表
。

（
13
）
杉
村
前
掲
注
（
６
）、
一
六
六
頁
。
以
下
、「
漢
文
科
ニ
就
テ
ノ
希

望
」
の
引
用
は
す
べ
て
同
じ
頁
で
あ
る
。

（
14
）
漢
文
教
科
書
に
お
け
る
構
文
把
握
の
試
み
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『『
明

治
漢
文
教
科
書
集
成
』
補
集
Ⅰ
解
説
』（
不
二
出
版
、
二
〇
一
七
年
十
二

月
、
三
八
―
五
二
頁
）
に
述
べ
た
。

（
15
）
復
文
の
概
要
及
び
『
中
等
漢
文
教
科
書
』
の
復
文
の
例
は
、
古
田
島

洋
介
「
復
文
の
地
平
―
失
は
れ
た
学
習
法
の
復
活
を
目
指
し
て
―
」

（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
【
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】』
第
一
五

号
、
明
星
大
学
青
梅
校
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
等
を
参
照
し
た
。

（
16
）
指
原
安
三
『
漢
文
読
本
』
に
つ
い
て
は
拙
著
前
掲
注
（
14
）、
一
四
二

―
一
五
七
頁
に
述
べ
た
。

（
17
）
拙
著
前
掲
注
（
14
）
の
二
〇
一
―
二
二
〇
頁
、
二
二
七
―
二
二
九
頁

よ
り
選
択
し
た
。
認
可
・
不
認
可
の
区
別
を
せ
ず
、
教
材
の
著
者
名
か

出
典
名
が
記
さ
れ
て
い
る
教
科
書
を
扱
っ
た
。
さ
ら
に
修
身
科
用
の
漢

文
体
の
教
科
書
も
含
め
た
。

（
18
）
雨
山
が
挙
げ
た
古
典
を
す
べ
て
採
録
し
た
教
科
書
は
明
治
期
に
お
い

て
二
点
確
認
で
き
た
。
そ
の
内
の
一
点
が
本
文
に
述
べ
た
、
短
句
短
文

を
入
門
教
材
に
用
い
た
指
原
『
漢
文
読
本
』
で
あ
り
、
雨
山
の
改
正
案

に
近
い
要
素
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
教
科
書
は
明
治
二
十
六
年
に
嘉
納
治

五
郎
が
設
立
し
た
国
語
漢
文
教
授
法
研
究
の
た
め
の
学
会
で
の
活
動
成

果
を
も
と
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
嘉
納
は
文
部
省
参
事
官
等

の
職
に
あ
り
、
文
部
省
に
属
し
て
い
た
雨
山
が
こ
の
学
会
に
関
わ
っ
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
が
現
時
点
で
は
未
詳
で
あ
る
。

（
19
）
上
記
の
教
科
書
は
、
旧
制
高
等
学
校
資
料
保
存
会
編
『
旧
制
高
等
学

校
全
書
』
第
三
巻
教
育
編
（
旧
制
高
等
学
校
資
料
保
存
会
刊
行
部
、
一

九
八
五
年
十
二
月
訂
正
版
、
四
二
三
―
四
二
八
頁
）
に
基
づ
い
た
。
明

治
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
高
等
学
校
用
の
漢
文
教
科
書
は
、
加
藤
国
安

『『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
第
Ⅲ
期
解
説
・
総
索
引
』（
不
二
出
版
、
二

〇
一
五
年
九
月
、
七
三
―
七
九
頁
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）「
高
等
漢
文
読
本
総
目
略
」（
第
一
高
等
学
校
漢
文
科
教
員
編
『
高
等

漢
文
読
本
』
巻
之
一
、
共
益
商
社
、
一
八
九
四
年
九
月
、
総
目
略
一
―

二
頁
）
を
も
と
に
作
成
し
た
。

（
21
）
小
柳
司
気
太
「
中
等
教
育
に
於
け
る
漢
文
の
地
位
を
論
じ
て
其
教
授

法
に
及
び
併
せ
て
文
部
省
に
望
む
」（『
東
亜
の
光
』
第
四
巻
第
八
号
、

東
亜
協
会
、
一
九
〇
九
年
八
月
、
五
六
頁
）
に
は
事
例
を
挙
げ
て
日
本

漢
文
教
材
の
問
題
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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（
22
）
長
尾
槙
太
郎
「
支
那
古
代
の
詩
変
を
論
ず
（
続
）」、『
龍
南
会
雑
誌
』

第
六
四
号
、
龍
南
会
、
一
八
九
八
年
三
月
、
二
頁
。

（
23
）
文
部
省
高
等
学
務
局
編
『
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
調
査
報
告
』
三
協

［
印
刷
］、
一
八
九
八
年
六
月
、
漢
文
科
一
頁
。

（
24
）
前
掲
注
（
23
）、
漢
文
科
一
―
五
頁
。「
尋
常
中
学
校
漢
文
科
教
授
細

目
」
に
つ
い
て
は
、
久
木
幸
男
「
明
治
儒
教
と
教
育
（
続
）
―
世
紀
転

換
期
を
中
心
に
―
」（『
横
浜
国
立
大
学
教
育
紀
要
』
第
二
九
集
、
横
浜

国
立
大
学
、
一
九
八
九
年
十
月
）
を
参
照
し
た
。

（
25
）
国
次
太
郎
「
数
学
教
科
書
と
教
科
書
検
定
制
度
―
明
治
30
年
代
前
半

を
中
心
に
―
」、『
佐
賀
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文
集
』
第
二
九
集
Ｎ

ｏ
・
１
（
Ⅱ
）、
佐
賀
大
学
教
育
学
部
、
一
九
八
一
年
七
月
、
二
七
二
頁
。

（
26
）
拙
稿
「
漢
文
教
材
の
変
遷
と
教
科
書
調
査
―
明
治
三
十
年
代
前
半
を

中
心
と
し
て
―
」、『
日
本
漢
文
学
研
究
』
六
号
、
二
松
学
舎
大
学
日
本

漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
九
九
―
一
〇
二
頁
。

（
27
）
拙
稿
「
漢
文
教
科
書
に
お
け
る
時
文
教
材
―
明
治
期
の
検
定
制
度
と

の
関
わ
り
か
ら
」、『
中
国
文
化
』
第
七
〇
号
、
中
国
文
化
学
会
、
二
〇

一
二
年
六
月
、
九
六
頁
。

（
28
）
深
井
鑑
一
郎
の
教
科
書
へ
の
付
箋
は
、
拙
稿
前
掲
注
（
26
）
参
照
。

他
に
長
尾
雨
山
の
修
正
意
見
は
拙
稿
「
漢
文
教
材
の
変
遷
と
教
科
書
調

査
―
女
子
漢
文
教
科
書
を
中
心
に
」（『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
第
一

七
号
、
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
八
頁
）
に
述

べ
た
。
同
拙
稿
に
は
、
雨
山
自
身
の
漢
詩
に
対
す
る
修
正
意
見
も
紹
介

し
た
（
十
頁
）。

（
29
）
古
田
島
前
掲
注
（
15
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
附
記
）
本
稿
は
第
三
回
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
長
尾
雨
山
と
近
代
中
国
」
で
の
口
頭
発
表
「
明
治
期
漢
文
教
育
に
お
け

る
長
尾
雨
山
」
を
加
筆
、
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
九
月
、

大
阪
市
立
美
術
館
）。
当
日
ご
意
見
・
ご
質
問
を
下
さ
っ
た
方
々
に
謝
意

を
表
し
た
い
。

�

（
大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
）

　




